
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

て
、
千
日
町
雨
質
院
へ
合
併
し
、
週
照
寺
の
寺
競
を
底
止
し
て
、
働

休
共
を
ぽ
悉
く
雨
興
院
へ
濯
座
た
し
た
り
。

。
遍
照
寺
祈
鵡

蛍
寺
は
‘
醤
藩
三
世
中
納
言
利
常
卿
以
来
の
祈
務
所
た
り
。
故
に
小

松
に
在
披
し
給
ふ
頃
擁
病
を
煩
ひ
給
ふ
に
依
っ
て
.
奥
村
因
幡
の
謎

摩
執
行
を
依
頼
し
た
る
書
簡
あ
り
。
如
v
左。

中
納
言
様
御
集
色
之
御
様
鉢
、
乍
v
恐
承
度
存
‘
震
而
以
=
使
者
-
申
入

候
。
共
元
よ
り
被
昌
仰
越
-
健
一
幹
に
而
者
、
御
捷
に
而
可
v
有
-
海
底
-
か
と

存
候
。
此
地
渇
照
寺
謎
康
之
御
祈
鵡
に
而
、
搭
落
申
候
様
に
取
沙
汰

仕
に
付
而
、
昨
脆
よ
り
頼
入
、
御
新
橋
之
護
摩
錆
v
鏡
申
御
事
候
。

御
返
事
に
‘
御
気
色
之
御
様
子
、
被
昌
仰
越
-
候
者
可
v
恭
候
。
恐
々
越

言。

奥

村

因

幡

守

判

七
月
十
一
日

長
谷
川
大
串
様

瀬
川
五
郎
兵
衛
様

稲
垣
長
兵
衛
様

人
々
御
中

右
は
小
松
遺
文
に
戟
v
之
。
・
按
宇
る
に
‘
遍
照
寺
は
利
常
卿
幼
少
に
て

居
ま
し
け
る
時
よ
り
の
新
一
瞬
所
な
り
し
故
に
、
殊
に
賞
寺
に
て
護
摩

。
本
源
山
能
雲
寺

曹
澗
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
閉
山
能
州
芳
春
院
五

代
文
意
和
潟
、
寛
永
十
八
年
建
立
‘
地
子
地
に
罷
在
。
と
あ
り
て
、
外

に
来
騒
な
き
寺
院
左
り
。
三
一
箇
屋
版
の
六
用
集
K
.
本
源
山
龍
雲
寺

泉
野
と
載
せ
た
り
。
此
の
寺
地
今
は
笹
ク
町
民
一
嵐
す
と
い
へ
ど
も
.

趨
照
寺
遺
跡
の
並
び
に
て
、
玉
泉
寺
の
廷
漣
怠
る
故
袋
に
記
載
す
。

。
穴
斗
林
町

此
の
町
名
は
六
斗
林
町
と
書
け
り
。
園
事
昌
披
問
答
に
蛾
せ
た
る
金

海
町
名
替
に
、
六
斗
林
町
と
見
h
.
=
一
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
載
せ

た
る
金
滞
街
名
中
に
も
‘
六
斗
林
町
と
あ
り
。
金
津
町
合
所
留
紀
に
、

文
政
四
年
二
月
町
奉
行
支
配
に
引
諦
候
郡
地
ヶ
所
呆
野
村
領
六
斗
林

は
.
六
斗
林
町
之
内
b
建
込
、
橋
よ
り
末
は
地
質
煎
町
。
と
あ
り
て
、

そ
の
か
み
六
斗
林
町
と
稀
せ
し
か
ど
、
明
治
四
年
戸
籍
編
成
町
名
改
・

正
の
時
よ
り
‘
六
斗
林
一
丁
目
・
同
二
丁
目
・
同
三
丁
目
と
稽
す
る
事

と
友
り
た
り
。

O
穴

動

林

六
励
は
、
泉
野
の
小
名
に
て
、
木
林
あ
る
を
以
て
六
動
林
と
稿
せ
し

を
、
迭
に
六
助
林
と
地
名
に
な
り
た
る
も
の
也
。
六
助
を
ぽ
六
道
或

金
海
古
蹟
志
巻
十
九

四
八

を
執
行
せ
し
め
た
る
な
る
ぺ
し
。
金
津
町
合
所
留
記
に
、
事
保
三
年

五
月
七
日
盟
姫
君
及
御
袋
之
方
、
玉
泉
寺
・
渇
照
寺
へ
御
参
鱒
云
々
。

の
書
簡
共
を
載
せ
た
り
。
此
の
時
代
ま
で
は
‘
利
常
卿
以
来
の
向
精

に

τ、
城
内
庚
式
向
に
は
倫
常
寺
の
新
踏
の
事
を
、
内
々
に
て
命
ぜ

ら
れ
し
と
聞
ゆ
れ
ど
.
共
の
後
は
絶
え
た
り
け
ん
、
部
制
勝
所
の
名
義

な
し
と
い
へ
り
。

。
+
輪
金
地
譲

普
門
締
師
の
地
裁
霊
験
新
記
に
云
ふ
。
泉
野
寺
町
玖
民
山
遍
照
密
寺

の
十
輪
堂
本
草
延
命
地
裁
菩
麓
は
、
弘
法
大
師
の
民
作
、
立
像
二
尺

六
寸
除
、
現
住
階
級
法
印
奈
州
三
方
郡
向
笠
村
日
照
山
月
輪
寺
よ
り

拝
請
し
、
一
宇
の
堂
を
替
蝋
併
せ
ん
と
殻
斡
せ
ら
る
。
乾
氏
知
柴
・
古
原

氏
附
智
及
び
諸
旭
国
信
等
畿
を
見
て
す
る
を
勇
み
、
元
総
七
甲
成
の
多

よ
り
催
し
、
翌
年
の
春
功
を
竣
り
て
落
成
し
、
額
を
十
輸
堂
と
放
し
‘

三
月
十
八
日
入
悌
安
座
す
。
と
記
載
し
て
、
共
の
鍵
験
共
を
多
く
事

げ
た
り
。
従
前
此
の
地
に
寺
あ
り
し
比
は
、
週
照
寺
の
地
磁
隼
と
て

信
仰
の
人
多
く
、
随
っ
て
霊
験
も
あ
り
し
と
い
へ
り
。
右
地
磁
の
石

像
、
週
照
寺
移
轄
に
随
う
て
‘
大
衆
寺
坂
の
麓
に
移
し
.
今
は
隠
川

雨
質
院
に
安
置
す
。

' a . 
. 

は
六
斗
と
も
書
け
り
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
延
費
四
年
地
子
地

取
調
書
に
、
泉
野
村
領
之
内
六
斗
林
と
見
b
、
元
総
九
年
地
子
町
肝
煎

裁
許
附
に
‘
泉
野
後
ロ
六
道
林
と
あ
り
。
高
津
忠
順
の
金
海
事
蹟
必
録

に
、
六
斗
林
享
保
の
頃
ま
で
は
、
片
側
野
原
に
て
風
難
茜
だ
し
き
に

よ
り
、
家
建
の
願
を
出
し
、
迫
々
家
屋
出
来
せ
り
。
此
の
十
四
・
五
年

以
前
ま
で
は
、
八
幡
鳥
居
の
か
ど
に
茶
底
二
軒
あ
る
の
み
た
れ
ば
、
彼

の
家
建
願
は
、
八
幡
の
枇
よ
り
手
前
た
る
橋
よ
り
此
方
雨
側
の
町
家

な
る
ぺ
し
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
十
四
・
五
年
以
前
と
は
元
文
の

頃
た
ら
ん
か
。
右
高
津
氏
の
体
総
民
て
も
、
そ
の
か
み
此
の
地
越
の

さ
ま
思
ひ
や
ら
れ
け
り
。
延
貨
の
金
滞
闘
を
見
る
に
、
閑
澗
寺
・
飽
淵

寺
よ
り
以
南
の
地
は
郡
地
に
て
‘
人
家
等
い
ま
だ
な
か
り
し
に
や
‘

右
繭
寺
を
ば
街
尾
と
注
し
た
り
。
妙
感
寺
由
来
書
に
、
寛
文
十
一
年

泉
野
六
斗
林
を
諦
地
に
た
し
、
寺
遁
替
の
由
を
記
載
す
。
此
の
頃
よ

り
遁
々
家
屋
を
ぽ
建
て
た
る
た
ら
ん
。

。
穴
動
林
来
歴

此
の
地
名
は
、
泉
野
の
小
名
と
い
へ
ど
も
‘
源
平
盛
衰
記
K
.
加
賀

固
の
住
人
林
六
郎
光
明
が
郎
等
六
勤
太
郎
光
景
と
い
ふ
人
見
b
た
れ

ば
、
諮
永
以
前
よ
り
の
地
名
に
て
、
元
は
六
助
と
い
へ
る
地
た
る
を
、

四
九




